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ある人物が，あるはずがないと分かっている場所で鍵を捜すといったように，既に間違いであること 

が知られている信念に従って行動する場合，あるいは，その人の信念を正当とは認められない場合に 

は，私たちはその人物のことを合理的だとは思わないだろう。 
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〔Ⅰ〕 

【全訳】 

 話を始めるには，まず始まりからとしよう。合理性とは何か。一般的に使われるほとんどの単語の

場合と同様に，その意味を正確に表す定義はなく，この単語の歴史を遡っても，私たちは堂々巡りを

することになるだけである。ほとんどの辞書は rational を「reason （理性）をもった」と定義してい

るが，reason 自体はラテン語の ration- に由来しており，それはしばしば “reason” と定義される。こ

の単語が実際に使われている意味に多かれ少なかれ忠実な定義は，「knowledge （知識）を用いて目標

を達成する能力」である。knowledge は一般的に「真であることが認められた信念」と定義される。あ

る人物が，あるはずがないとわかっている場所で鍵を捜すといったように，すでに間違いであること

が知られている信念に従って行動する場合，あるいは，その人の信念を正当とは認められない場合に

は，私たちはその人物のことを合理的だとは思わないだろう。 

 

 「rationality という語の意味」に関する英文。アメリカの認知心理学者 Steven Pinker による文章の

抜粋で例年に比べるとテーマが抽象的ではあるが，下線部自体は仮定法や関係詞という基本的な表現

を用いた文章である。また，仮定法が用いられてはいるが事実に反することを表現しているわけでは

なく，そこまでの内容を説明するために思考実験的に想定された例を表すものと考えられる。 

 解答する際に気を付けるべきは，節の修飾関係を正しく訳に反映することと，rational や justified と

いった単語を文脈に沿うよう訳出することである。 

 修飾関係に関して言うと，複数の節が用いられているため注意が必要である。2 つの if 節が or で

並列されていること，that に導かれる関係節と関係詞が省略された関係節（a place に続く “they knew 

the keys could not be）がそれぞれ belief，place を修飾していることがわかる訳にすることが重要であ

る。 

 語彙については，rationality が下線部の 2つ前の文で “the ability to use knowledge to attain goals” と

されているため，そうした能力をもつ性質を表す rational という語については，「合理的，合理性的」

といった訳が妥当と考えられる。justify については，「正当化する」という日本語では，「ごまかす，

でっちあげる」といった意味合いでも解されるので，意味を明確にするために，「正当と認める」「正

当なものと考える」といった訳がよいだろう。 

 

 

〔Ⅱ〕 

11. 「不便な状況が共同生活と結び付けて考えられることはめったにない」 

12. 「独りぼっちだと感じることは健康に良くない，と WHO は述べている」 

13. 「ロージー・ケレットは，職場の友人と一緒にアパートを探して，理想的な場所を見つけた」 

14. 「ケレットが住んでいる倉庫では，夕食の準備のための費用は住人からの毎週の分担金に含まれ

ている」 

15. 「ケレットは，他の共同生活のグループと共にオンラインチャットを用いて，様々な問題を解決

しようとしている」 

16. 「ケレットは，シャワーもうひとつと，あと数台の洗濯機が必要だと感じている」 

17. 「ペニー・クラークによると，環境問題に対する意識が，一部の人が共同生活を求めている理由の

ひとつである」 

18. 「共同生活のための土地を見つけることは困難であるが，その準備をしたい人のために，銀行は

積極的にお金を貸してくれる」 

19. 「共同生活空間を作り出すことは，費用がかさむ上に需要もないため，骨の折れることである」 

20. 「ケレットは，彼女の生活空間のことで連絡してきた人のために，新しい共同住宅を開設するつ

もりはない」  



 

 

11. 第 1段落第 1，2文の内容と合致しない。第 2文には，見知らぬ人と一緒に住むことから連想され

がちな不便さが具体的に述べられている。 

12. 第 1 段落第 4 文の内容に合致する。この文の after 以降に「世界保健機関が孤独を世界的な健康

問題と宣言した」と述べられている。 

13. 第 2 段落第 2 文の内容と合致しない。「2020 年，パートナーと別れた後，新しい住居が必要にな

り，ソーシャルメディアで一人分の空きのある倉庫（古い工業ビル）での集団生活の場を見つけ

た」と述べられており，新しい住居を探したのはソーシャルメディアを通してであり，職場の友人

とではない。 

14. 第 3段落第 2文の内容に合致する。「彼らは毎週，共通の銀行口座にそれぞれ 25ポンドを入金し，

家庭用品や調理器具，ゴミ袋，掃除用品，全員の夕食代をまかなう」とあり，毎週の 25ポンドの

分担金が夕食代にも充てられていたことが分かる。 

15. 第 3 段落第 4 文の内容に合致しない。ケレットがオンライングループチャットを用いているのは

同居している共同生活者との間であり，他のグループとではない。 

16. 第 6段落最終文の内容に合致しない。シャワーの数はあまり問題となっていない。 

17. 第 7 段落第 3 文の内容に合致する。共同生活を求める人々の中には環境的に持続可能な生活を望

む人もいると述べられている。 

18. 第 9 段落第 2 文の内容と合致しない。「土地を見つけるのは難しく，経済的リスクは大きく，銀

行は融資をためらう」とあり，銀行は積極的にお金を貸してくれるわけではない。 

19. 第 9 段落全体の内容と合致しない。共同生活空間を作り出す難しさについて，第 2 文で述べられ

ていること以外に，第 3～7文で，プライバシーを保つことや物を所有することが良いことである，

という考え方が社会全体にあることが述べられているが，「費用がかさむ」ことや「需要がない」

ことには言及されていない。 

20. 第 10 段落第 2～4 文の内容に合致する。コミュニティに入居を希望する人々からの問い合わせが

寄せられているが，ケレットは心苦しく思っており，第 4 文には「このようなスペースがもっと

増えてほしいという要望は確かにありますが，その人たちは自分で手配しなければなりません」

とあり，ケレットがその人たちのために住居を開設するつもりはないことが分かる。なお，この選

択肢にある “apartment” という語は，この場合，“her private space in the warehouse” のことである。 

 

 

〔Ⅲ〕 

⒜ 1. would get a damage 

damage は原則として不可算名詞であり，a damage という表現は存在しない。可算名詞になるの

は「賠償の対象となる損害」という意味で damages となる場合に限られる。damage を動詞とし

て使う場合は，他動詞として使うのが通例であるが，まれに 3. のように自動詞として使う場合も

ある。 

When they bought a new sofa, they had no idea that it (      ) so easily. 

「彼らが新しいソファーを買ったとき，それがそんなに簡単に      とは思わなかった」 

2. 破損するかもしれない 

3. 破損するだろう 

4. 破損するかもしれない 

 

⒝ 3. Happened 

文が過去形で始まることはなく，過去分詞で始まるのは，<be done> を含む文を分詞構文にする際

に being が省略される場合である。Happened はこれには該当しないので不適である。 

(      ) in Paris, France, the 2024 Summer Olympics and Paralympics were broadcast live around the world. 

「2024年のオリンピックとパラリンピックは，フランスのパリで      ，世界中に生中継された」 

1. 開催されており 

2. 開催されたとき 

4. 開催され  



 

 

⒞ 4. having checked 

文全体としては倒置が起こっており， <Among ~ is S> という表現で「～の 1つが S だ」という意

味になる。ここでは「メディアが果たすべきいくつかの重要な責任の 1 つが～」に当てはまる内

容になるかどうかを考える。 4. having checked だと「ニュースの記事の事実関係をすでに検証し

終わったこと」という完了の意味が含まれるが，一般的特性の説明にそのような時制を含める必

要はない。 

Among the key responsibilities of the media is (      ) the facts of any news story before it is announced. 

「メディアが果たすべきいくつかの重要な責任の 1 つが，どんなニュースの記事でも，それが公

表される前にその事実関係を      ことだ」 

1. 調査する 

2. 調査する 

3. 検証する 

 

⒟ 2. hanged 

hang は「（物が壁などに）掛かっている」という意味の自動詞，または「（物を壁などに）掛け

る」という意味の他動詞として使う。物が主語の場合は受動態にしなければならないが，その際

の過去分詞は hung が正しく，2. hanged だと「絞首刑になる」という意味になる。 

Visitors to the art gallery were eagerly waiting to see the famous painting which was (      ) there. 

「その美術館への来訪者はそこに      有名な絵画を見ることを心待ちにしていた」 

1. 掛かっている 

3. 掛かっている 

4. 掛かる予定である 

 

⒠ 4. honoring a matter 

honor は「～に栄誉を授ける，～を尊敬する」という意味で「人」を目的語にする動詞であり，4. 

のように “a matter” を目的語にすることはできない。 

The ultimate sacrifice made by soldiers who fought to defend their country is (      ). 

「自分たちの国を守るために戦った兵士たちが払った最終的な犠牲は      である」 

1. 名誉なこと 

2. たたえられるべきこと 

3. 立派なこと 

 

⒡ 1. but not 

この文で but に続く形は <not (to) do ~> でなければならないので，“but not expecting” は不適で

ある。 

It is virtuous to help others who need our help (      ) expecting a reward for our effort. 

「自分たちの努力に対する見返りを期待すること      ，援助を必要としている人たちを助ける

ことは高潔なことである」 

2. なしに 

3. の代わりに 

4. よりむしろ 

 

⒢ 2. were 

この文の主語の中心は atmosphere という単数名詞なので，複数形の主語に対応する were が不適

である。 

The atmosphere of the wage negotiations (      ) tense. 

「賃金交渉の雰囲気は張りつめたもの      」 

1. になっていた 

3. になった 

4. になりつつある  



 

 

⒣ 4. has explanation 

この文の主語の中心は Wonders という複数名詞なので，単数形の主語に対応する has が不適で

ある。 

Wonders of nature (      ) in documentaries. 

「自然の驚異はドキュメンタリー番組で      」 

1. 私たちが教えられるものである 

2. 明らかにされている 

3. 特集されることがある 

 

 

〔Ⅳ〕 

⒜ búrial [bɛŕiəl] と同じものは 3. inténse [ɪntɛńs] 
 1. manufácturer [mæ̀njəfǽktʃərə] 

 2. décent [díːsnt] 
 4. commúnity [kəmjúːnəti] 
 5. resíst [rɪzíst] 
 

⒝ Austrália [ɔːstréɪlijə] と同じものは 4. sáfely [séɪfli] 
 1. oursélves [àuəsɛĺvz] 
 2. vígorous [vígərəs] 
 3. rácket [rǽkət] 
 5. cóntinent [kɔńtənənt] 
 

⒞ pássionate [pǽʃənət] と同じものは 1. Cátholic [kǽθəlɪk] 

 2. spécialist [spɛʃ́əlɪst] 
 3. decáy [dɪkéɪ] 
 4. sensátion [senséɪʃən] 

 5. probabílity [prɔb̀əbíləti] 
 

⒟ pósitive [pɔźətɪv] と同じものは 2. cónsequence [kɔńsəkwèns] 
 1. internátional [ìntənǽʃənl] 
 3. súbstance [sʌ́bstəns] 
 4. mínimum [mínɪməm] 

 5. frózen [fróʊzn] 

 

⒠ uníque [juːníːk] と同じものは 3. équally [íːkwəli] 
 1. síster [sístə] 

 2. excuse  動詞 [ɪkskjúːz]  名詞 [ɪkskjúːs] 
 4. diréctor [dərɛḱtə] 

 5. misunderstánd [mìsʌ̀ndəstǽnd] 

 

⒡ ócean [óʊʃən] と同じものは 1. Octóber [ɔktóʊbə] 

 2. úgly [ʌ́gli] 
 3. crícket [kríkət] 
 4. réader [ríːdə] 

 5. stóry [stɔ́ː ri] 
  



 

 

〔Ⅴ〕 

A.  2 7 5 1 6 4 

Installing another lamp would be one method of improving the lighting system. 

「取り付ければ」は install が動名詞になっていることから，これを主語と考え，「取り付けること

が～一つの方法になるだろう」とする。「もう一つ」は other ではなく another を用いる。使わな

い語は，3. other である。 

 

 

B.  3 7 5 4 6 2 

By taking advantage of its excellent shop locations, Blue Coffee aims to increase its profits. 

<by doing ~>「～することにより」，<take advantage of ~>「～を活かす」，<aim to do ~>「～するこ

とを目指す」が解法の決め手となる。use に関しては，<make use of ~> の形で用いられ，*take use 

of ~ とは言わない。使わない語は，1. use である。 

 

C.  6 4 2 7 1 5 

Employees are encouraged to share a car to work as parking spaces are in short supply. 

動詞部分は <be encouraged to do ~>「～することがうながされている」を用いる。「相乗り」は「一

台の車を共有する」と考えて <share a car> とする。ride を用いる場合は <share a ride> のように a 

が必要になる。「不足する」は慣用表現 <in short supply> を用いる。使わない語は，3. ride である。 

 

D.  3 5 7 4 6 1 

Attached is a pamphlet that includes the details of the courses and sample trip plans. 

「～を添付しています」は慣用表現 <Attached is ~> を用いる。これは，“~ is attached” の受動態表

現が添付書類の存在を際立たせるために倒置が行われて attached が文頭に出たもので，ビジネス

シーンでよく用いられる。that は主格の関係代名詞で “includes the details of the courses” がそのあ

とに続く。使わない語は，2. what である。 

 

 



 

 

講評 

〔Ⅰ〕［英文和訳］ （標準） 「rationality という語の意味」に関する英文の一部を和訳する問題。

仮定法や関係詞が用いられているが，難解な語句や文法事項は含

まれず，多義語も含まれていない。ただし，修飾関係を整理して訳す

必要がある。 

〔Ⅱ〕［長文内容一致］ （やや易） 「イギリスで需要が高まる共同生活空間」についての英文。内容はわ

かり易く，各選択肢の該当箇所も特定しやすいので比較的解き易い

と言えるが，一方で正誤の判断が難しい選択肢も含まれる。 

〔Ⅲ〕［文法四択］ （標準） 2024年度と同様の「適していない」選択肢を選ぶ形式である。自動詞

と他動詞の区別，主語と動詞の数の一致など基本的な文法・語法に

気をつけて取り組めば，正解にたどり着ける問題が多い。 

〔Ⅳ〕［発音アクセント］ （易） 最も強く発音する音節の母音の異同を問う問題。アクセント法則の例

外が問われる問題があるものの，出題されている単語の発音・アクセ

ントは分かりやすいものが多く，完答も十分狙える問題である。 

〔V〕［語句整序］ （標準） 基本的な文法，語法，イディオムを学習している受験生には解きやす

い問題である。D. は “Attached is ~” という慣用表現に気づけるかど

うかがカギとなる。 

 

昨年度に引き続き，〔Ⅲ〕が「適していない」選択肢を選ぶ形式である。全体として昨年度並みの難易度。目標は 70% 

 

 

 

 


